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農家組合員の経営安定と農業生産基盤の維持に努める
〜会員会議を開催〜

A-Reports�
・信州の農産物・加工品を全国へ！
　～第8回ＪＡグループ国産農畜産物商談会に参加～

・将来の長野県酪農界を牽引する人材が数多く参加！
　～第40回長野県B＆Wショウ～

・協同経営SSマネージャー全体研修会

TPP長野県民集会（詳細は次号に掲載）

全 農 長 野 県 本 部 情 報 ／ グ リ ー ン レ ー ダ ー



　

全
農
長
野
県
本
部
は
３
月
27
日
㈭
に
Ｊ
Ａ

長
野
県
ビ
ル
で
会
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
槻
憲
雄
運
営
委
員
会
会
長
が
議
長
を
務
め
、

芳
坂
榮
一
副
会
長
な
ら
び
に
髙
木
本
部
長
が

平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
は
中
期
事
業
計
画
（
平
成
25

年
～
27
年
度
）
の
2
年
目
に
当
た
り
、「
中

期
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
本
に
、
農
家
組
合

員
の
経
営
安
定
と
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
に

向
け
、
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
事
業
展
開
の
更
な

る
前
進
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
競
争
力

強
化
と
収
支
改
善
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

農
家
組
合
員
の
営
農
と
く
ら
し
を
守
る
事
業

の
実
践
を
通
じ
、
機
能
の
発
揮
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
盤
石
な
県
本
部
グ
ル
ー
プ
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
と
県
本
部
総
合
経

営
管
理
制
の
強
化
に
よ
り
、
部
門
別
事
業
競

争
力
強
化
と
経
営
基
盤
の
確
立
を
は
か
り
、

県
域
結
集
の
拡
大
と
結
集
成
果
を
反
映
し
た

Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元
に
努
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
員
会
議
の
終
了
時
に
は
「
T
P
P
並
び

に
日
豪
E
P
A
交
渉
に
お
け
る
国
会
決
議
の

実
現
と
基
本
農
政
の
確
立
等
に
向
け
た
特
別

決
議
」
の
提
案
が
あ
り
、
出
席
者
の
拍
手
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

TPP並びに日豪EPA交渉における国会決議の実現と
基本農政の確立等に向けた特別決議

　TPP交渉は、2月の閣僚会合で大筋合意に至らなかったものの、4月下旬のオバマ大統領の来
日に向け、予断を許さない状況が続いている。また、日豪EPA交渉も4月上旬のアボット首相の
来日に向け、同様な状況にある。
　政府は、水田農業政策の見直しや農地中間管理機構の創設を盛り込んだ「農林水産業・地域
の活力創造プラン」を策定するとともに、食料・農業・農村基本計画の見直しに着手した。
　一方、農業政策の大転換に加え、規制改革会議等の場で農協改革の議論が行われている。農
業構造や流通構造が急激に変化する中、将来にわたって「食と農を基軸に地域に根ざした協同
組合」としての使命と役割を果たすため、われわれは自らの改革に挑戦していかなければなら
ない。
　この3月で東日本大震災・長野県北部地震から3年が経過した。営農の再開に向け、JAグルー
プ一体となって被災地の復興に引き続き全力を尽くすとともに、先の豪雪災害など近年の大規
模な自然災害に対して、万全な対策を講じていかなければならない。
　以上を踏まえ、本県JAグループは下記の事項について、組織の総力を挙げて全力で取り組む。

記

1．�TPP並びに日豪EPA交渉において、「米、麦、牛肉・豚肉、乳製品、甘味資源作物などの農
林水産物の重要品目を除外または再協議の対象とする」とした国会や自民党の決議が実現す
るよう、全力を挙げた取り組みを展開する。

2．�農業者の所得向上に向けた農業改革と、日本型直接支払などの地域政策の一層の充実を図る
とともに、2018JA長野県ビジョン実現のため、農業の成長産業化と地域の活性化に向け、自
ら営農・経済事業の革新を行い、改革に向けた取り組みを着実に進める。

3．�新たな農業・農村政策に対応し、地域農業振興ビジョンの見直しと実践を図るとともに、新
たな政策のフル活用と米の生産調整の的確な実施により、農業者の所得確保を強力に進める。

以上、決議する。
平成26年3月27日
JA長野県グループ

来賓あいさつをする県農政部中村部長

開会あいさつに立つ大槻会長

事業計画を説明する芳坂副会長

事業計画を説明する髙木本部長

農
家
組
合
員
の
経
営
安
定
と

農
業
生
産
基
盤
の
維
持
に
努
め
る

〜
会
員
会
議
を
開
催
〜
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酪
農
課

北
信
生
産
販
売
課

　
3
月
₂₅
日
㈫
小
諸
家
畜
市
場
に
於
い
て
、
長
野
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改

良
同
志
会
主
催
の
「
第
₄₀
回
長
野
県
B
&
W
シ
ョ
ウ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
₄₉
年
４
月
８
日
に
第
１
回
の
同
シ
ョ
ウ
を
開
催
し
て
か
ら

回
数
を
重
ね
、
今
回
は
第
₄₀
回
の
記
念
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
早
春
の
さ
わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
₁₅
部
に
₃₇
頭
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。
杉
浦
尚
氏（
北
海
道
帯
広
市
・
酪
農
家
）
に
審
査
し
て
い
た

だ
き
、
未
経
産
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
前
田
勉
氏（
上
高

井
郡
高
山
村
）
出
品
の
「
マ
エ
ダ
フ
ア
ー
ム・ス
パ
イ
ラ
ル・ミ
ラ
ン
」

が
、リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、㈲
萩
原
牧
場（
群
馬
県
）

出
品
の
「
ブ
ル
ー
エ
ン
ゼ
ル
・
ゴ
チ
グ
レ
ス
」
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、経
産
牛
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、小
林
政
幸
氏（
東

御
市
）
出
品
の
「
ス
プ
レ
ン
ド
ー
ル
・
ア
プ
リ
コ
ツ
ト
・
パ
ワ
ー
リ
ム
」

が
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
塚
田
伊
佐
男
氏（
埴

科
郡
坂
城
町
）
出
品
の
「
エ
ン
デ
ヴ
ア
・
チ
ル
ダ�

・
マ
ン
モ
ス
Ⅹ
」

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
生
以
下
の
部

で
は
、
北
御
牧
小
学
校
の
小
林
優
羽
さ
ん
が
ト
ッ
プ
を
取
り
、
高
校
生

以
上
の
部
で
は
、
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校（
北
海
道
江
別
市
）
の
塚

田
景
君（
埴
科
郡
坂
城
町
出
身
）
が
ト
ッ
プ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
上
伊
那
農
業
高
校
よ
り
８
名
が

参
加
し
、
宮
下
め
ぐ
み
さ
ん
が
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ジ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
回
で
５
回
目
の
開
催
と
な
り
、
将
来
酪
農
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　
３
月
₂₄
日
㈪
か
ら
、
Ｊ
Ａ
中
野

市
よ
り
ハ
ウ
ス
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出

荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
出
荷
初
日
に
は
集
荷
場
所
の
Ｊ

Ａ
中
野
市
ブ
ド
ウ
セ
ン
タ
ー
に
高

砂
、
香
夏
錦
、
佐
藤
錦
の
３
品
種

が
集
ま
り
ま
し
た
。
２
月
の
大
雪

に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
厳
し
い
栽
培

環
境
で
し
た
が
、
生
産
者
の
努
力

に
よ
り
着
色
も
申
し
分
な
い
高
品

質
な
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
生
産
は
雪
に
よ
る
ハ
ウ

ス
の
損
壊
で
減
収
と
な
る
見
通
し

で
す
が
、
全
国
の
消
費
地
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え
る
べ
く
集

荷
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
北
信
事
業
所
管
内
で
は
ハ
ウ
ス

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出
荷
を
皮
切
り
に
、

ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
、
梅
、
ア
ン
ズ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
果
実
の
出
荷
が
順

次
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
季

節
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
信
州
の

お
い
し
い
果
物
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

J
A
中
野
市
よ
り
春
の
便
り

〜
ハ
ウ
ス
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出
荷
始
ま
る
〜

将
来
の
長
野
県
酪
農
界
を
牽
引
す
る

人
材
が
数
多
く
参
加
！

〜
第
₄₀
回
長
野
県
B
＆
W
シ
ョ
ウ
開
催
〜

検品をする担当者

受賞者と関係者 　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
は
、
3
月
₁₂
日
㈬

〜
₁₃
日
㈭
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催

さ
れ
た
「
第
8
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜

産
物
商
談
会
」（
主
催
／
Ｊ
Ａ
全
農
、
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
、
Ｊ
Ａ
全
中
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
商
談
会
は
地
元
の
農
畜
産
物
を
小
売

業
・
流
通
業
・
加
工
業
者
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
し
、

全
国
的
な
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
か
ら
は
、
全
農
長
野
県
本
部
、
Ｊ

Ａ
塩
尻
市
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
、
Ｊ
Ａ
北
信
州
み

ゆ
き
、
長
野
興
農
㈱
が
出
展
し
、
農
産
物
と

農
産
加
工
品
を
試
食
・
試
飲
も
提
供
し
な
が

ら
来
場
者
に
向
け
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
は
「
今
年
は

昨
年
ま
で
の
飲
料
中
心
の
商
品
に
加
え
、
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
の
加
工
品
も
出
展
し
た
と
こ

ろ
反
応
が
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
Ｊ
Ａ
内

部
で
の
商
品
開
発
も
含
め
、
様
々
な
販
売
戦

略
が
必
要
に
な
る
と
感
じ
た
」「
バ
イ
ヤ
ー

は
新
し
い
も
の
や
珍
し
い
も
の
へ
の
関
心
が

高
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。
既
存
の
農
産

物
や
加
工
品
で
も
、
ひ
と
工
夫
加
え
る
こ
と

で
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
思

う
の
で
、
地
元
に
戻
っ
て
か
ら
も
研
究
を
重

ね
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、「
信
州
発
！
安
全

で
安
心
な
お
い
し
さ
を
ご
提
案
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
を
出
品
し

ま
し
た
。
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
の
ジ
ュ
ー
シ
ー

さ
や
歯
応
え
感
、
果
汁
が
多
く
果
肉
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
の
で
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
な
ど
の
加
工
品
に
も
適
し
て
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
試
食
し
た
バ
イ

ヤ
ー
は
「
こ
の
時
期
に
こ
れ
だ
け
お
い
し
い

リ
ン
ゴ
が
味
わ
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
商
談
会
に
は
全
国
の
Ｊ
Ａ
を
中
心
に

1
0
0
以
上
の
出
展
者
と
2
日
間
合
計
で
4
，

0
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
会
場

は
連
日
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

 

▼
営
農
セ
ン
タ
ー
・
生
産
販
売
部

信
州
の
農
産
物・加
工
品
を
全
国
へ
！

〜
第
8
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産
物
商
談
会
に
参
加
〜

JA塩尻市

シナノゴールドを出品した全農長野県本部

JA中野市

JA北信州みゆき
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Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課

A・コ
ー
プ
事
業
部

　
３
月
₂₆
日
㈬
に
、
県
下
各
地
の
Ｓ
Ｓ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
堂
に
会
し
、
今
年
度
１

回
目
の
「
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

全
体
会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
Ｓ
Ｓ
業
界
は
、
価
格
競
争
の
激

化
・
エ
コ
カ
ー
普
及
に
よ
る
燃
料
油
需
要

の
減
少
な
ど
厳
し
い
事
業
環
境
が
続
く
中

で
、
収
支
改
善
の
取
組
み
が
急
務
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
取
組
み
３
年
目
と
な
る
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
行
動
計
画
）」
な
ら

び
に
「
目
標
プ
ロ
セ
ス（
店
頭
活
動
量
）

管
理
」
の
実
践
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
自
ら
が
作
成
し
た

「
重
点
取
組
み
事
項
」
を
実
践
し
、
更
な

る
収
支
改
善
に
努
め
ま
す
。

　
会
議
の
中
で
は
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
達
の

意
見
交
換
の
場
を
設

け
「
重
点
取
組
み
事

項
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発

表
・
共
有
し
、
収
支

改
善
に
向
け
て
お
互

い
の
士
気
を
高
め
合

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
議
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
に
つ
い
て
再
確
認

す
る
と
と
も
に
、
研
修
事
項
と
し
て
講
師

を
招
き
「
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
品
質
管
理
と
苦

情
対
応
」
に
つ
い
て
も
学
び
、
法
令
・
社

会
的
規
範
を
遵
守
し
た
Ｓ
Ｓ
運
営
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

収
支
改
善
に
向
け
て
新
た
な
取
組
み
を
！

〜
Ｓ
Ｓ
事
業
協
同
経
営「
₂₆
年
度
Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
全
体
会
議
」開
催
〜

　
長
野
県
Ａ
･
コ
ー
プ
で
は
、
５
月
₁₁
日

「
母
の
日
」に
向
け
た
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

♥
母
の
日
セ
ー
ル

開
催
期
間
／
５
月
９
日
㈮
〜
₁₁
日
㈰

　
５
月
₁₁
日
㈰
に
は
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に

感
謝
し
、
店
内
１
，
０
０
０
円
以
上
お
買

い
上
げ
の
お
客
様（
全
店
合
計
１
０
，

０
０
０
名
様
）
に
「
食
器
洗
い
用
洗
剤
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

♥ 「
ぼ
く
の
わ
た
し
の
大
好
き
な
人
」
似

顔
絵
募
集

応
募
期
間
／
５
月
₁₁
日
㈰
ま
で

　
小
学
生
以
下

の
お
子
様
を
対

象
に
、
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん

な
ど
「
ぼ
く
の

わ
た
し
の
大
好

き
な
人
」
の
似

顔
絵
を
募
集
中

で
す
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
似
顔
絵
は

店
内
で
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
応

募
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

♥「
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
」
予
約
受
付
中

予
約
承
り
期
間
／
５
月
５
日（
月
・
祝
）

午
後
１
時
ま
で

　
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
「
フ
ラ
ワ
ー

ギ
フ
ト
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
定
番
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
鉢
植
え
な
ど
を
全
国
無
料
配
送

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
お
近
く
の
長

野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
店
舗
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
組
合
員
ご
家
族
・
地
域
の
み
な
さ
ま
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、「
生
産
者
と

利
用
者
の
み
な
さ
ま
を
結
ぶ
懸
け
橋
」
と

し
て
、
ま
た
「
地
元
産
・
信
州
産
農
畜
産

物
の
販
売
拠
点
」
と
し
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

お
母
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
！

〜
母
の
日
の
お
買
い
物
は
長
野
県
Ａ
･
コ
ー
プ
へ
〜

野
菜
花
き
課

米
穀
課・果
実
課

　
長
野
県
産
花
き
の
消
費
拡
大
を
目
的

に
、県
内
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
た
花
束
を
販
売

し
、
街
中
で
花
束
を
持
っ
て
歩
い
て
も

ら
お
う
、
と
い
う
「
信
州
フ
ラ
ワ
ー

ウ
ォ
ー
ク
in
長
野
市
」
が
3
月
₁₄
日
㈮

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
園
芸
作
物
生
産
振
興
協
議
会

（
全
農
長
野
県
本
部
会
員
参
加
）
が
、

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
や
転
勤
、
退
職
、
卒
業

シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
3
月
に
長
野
県
が
生

産
量
日
本
一
を
誇
る
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
た
花

束
を
長
野
市
内（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
、
県
庁
、

八
十
二
銀
行
等
）
で
販
売
し
、
購
入
し

た
花
束
を
持
ち
歩
く
こ
と
で
花
へ
の
関

心
を
高
め
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
Ｊ
Ａ
上
伊
那
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
南
信
ハ
ウ
ス
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
、

長
野
県
生
花
商
組
合
所
属
の
生
花
店
代

表
が
花
束
を
作
成
し
ま
し
た
。
作
成
さ

れ
た
花
束
は
非
常
に
か
わ
い
ら
し
い
と

好
評
で
、
今
後
も
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
予
定
で
す
。

花
束
を
持
っ
て
街
中
を

お
し
ゃ
れ
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

〜
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ク
in
長
野
市
〜

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、
3
月
₂₉
日
㈯
に
諏
訪
市
で
開
催
さ
れ
た

「
上
諏
訪
街
道
₂₁　
春
の
呑
み
あ
る
き
」
に
出
展
し
、
長
野
県
酒

米
の
消
費
拡
大
と
長
野
県
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
道
₂₀
号
上
諏
訪
街
道
の
わ
ず
か

5
0
0
m
の
間
に
立
ち
並
ぶ
造
り
酒
屋
5
軒
が
集
ま
っ
て
主
催
し

て
お
り
、
参
加
者
は
2
，
0
0
0
円
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
購
入
し
、

各
酒
屋
の
合
計
数
十
種
類
の
地
酒
の
試
飲
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら

歩
き
ま
す
。
当
日
は
、
舞
姫
酒
造
㈱
、
麗
人
酒
造
㈱
、
酒
ぬ
の
や

本
金
酒
造
㈱
、
伊
東
酒
造
㈱
、
宮
坂
醸
造
㈱
の
酒
蔵
の
試
飲
が
で

き
る
と
あ
っ
て
、長
野
県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
本
会
ブ
ー
ス
で
は
、
き
の
こ
汁
の
振
る
舞
い
と
、
な
め
茸
・
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
試
食
・
試
飲
を
行
い
ま
し
た
。
恒
例
の
き
の
こ

汁
は
、「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
い
う
方
も
沢
山
来
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
き
の
こ
汁
は
、
だ
し
・
み
そ
・
き
の
こ
の
み
し
か

使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
聞
く
と
、「
お
い
し
い
！
」
と
驚
か
れ
て

い
ま
し
た
。
な
め
茸
は
、「
お
酒
の
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
」「
ご
は

ん
と
一
緒
に
食
べ
た
い
！
」と
好
評
で
し
た
。ま
た
、ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
は
、「
見
た
目
は
か
な
り
ド
ロ
ッ
と
濃
厚
そ
う
だ
け
ど
、
あ
っ
さ

り
し
て
い
て
飲
み
や
す
い
！
」「
今
ま
で
飲
ん
だ
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

の
中
で
一
番
美
味
し
い
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
秋
に
も
行
わ
れ
、
次
回
は
₁₀
月
4
日
㈯
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
今
後
も
長
野
県
産

酒
米
及
び
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

上
諏
訪
の
銘
酒
を
支
え
る

長
野
県
酒
米
を
P
R

〜「
上
諏
訪
街
道
₂₁　
春
の
呑
み
あ
る
き
」に
出
展
〜

（参考）平成25年度全農長野花き販売実績
全体約69億円（前年比103％）
カーネーション約15億円（前年比104％）生産量全国第一位
アルストロメリア約10億円（前年比108％）生産量全国第一位

長野県生花商業協同組合武田専務理事から加藤副知
事に花束をプレゼント

県農政部中村部長に花束を渡すJA上伊那御子柴組合長

南信ハウスカーネーション組合今村組合長から花束を受
け取る小林副本部長

きのこがたっぷり入ったきのこ汁 おつまみ用になめたけの試食 きのこ汁を求める長い列

JA上伊那
グリーンロード西箕輪／グリーンロード伊那／グリーンロード美篶
／グリーンロード春富／グリーンロード西春近／サザンポートみの
わ／東部中央／フラワーロード駒ケ岳／七久保

JAみなみ信州 グリーンパーク座光寺／まつかわ／市田／カリスたかぎ／グリーン
パーク桐林／カーポートあち／アイロードあなん

JA信州諏訪 メルヘンロード尖石／米沢／玉川／ふじみ
JA木曽 おんたけ

JA松本ハイランド セルフ島内／フルーツロードいまい／麻績／松本臨空／アルプスロードはた／グリーンロードやまがた
JA塩尻市 北小野
JA大北 パノラマロードときわ／アルペンロード神城／白馬アルプス

JAグリーン長野 川中島セルフ今井／南長野公園前セルフ／長野インター松代セ
ルフ／アグリしののいセルフ

JAちくま パリオ／アンズロード／西部セルフ／中之条セルフ
JA須高 相之島セルフ／井上セルフ／高山
JA志賀高原 志賀高原
JA北信州みゆき あぐりタウンセルフ／東部

協同経営45SS
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平成25年度　退職者紹介

平成26年度　新採用職員紹介

対象者は太字で表記

対象者は太字で表記

平成25年度 退職者／平成26年度 新採用職員

■三列目左より、百瀬文栄、石原教一、島﨑明宏、小林輝紀、田嶋泉
■二列目左より、渡邉邦廣、大日方健治、榎田重彦、下川昇一、横澤哲朗、高山喜秀、小池守雄、斎藤正
■一列目左より、�中沢富昭、月岡憲昭、真島副本部長、髙木本部長、大槻会長、芳坂副会長、千野副本部長、小松茂成、

山浦敏、関伊知夫

■二列目左より、久保田浩貴、安藤寛、三ツ井寛人、関野壮起、窪田裕介、寺沢なつき、田中翔、瀬川凌之介、平林淳
■一列目左より、�寺島ゆかり、山﨑課長、真島副本部長、千野副本部長、大槻会長、髙木本部長、小林副本部長、湯本部長、

井出将也

営
農
セ
ン
タ
ー

総
務
広
報
課

　
J
A
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
は
4
月
₁₅
日

㈫
に
「
平
成
₂₆
年
度
G
A
P
・
安
全
安
心
担

当
者
会
議
」
を
長
野
市
稲
里
町
の
J
A
グ

リ
ー
ン
長
野
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
ミ
ナ
ミ
で
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
県
内
J
A
の
営
農

部
門
の
安
全
安
心
担
当
者
や
、
全
農
長
野
県

本
部
関
係
部
署
の
担
当
者
約
₈₀
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
毎
年
2
回
4
月
と
₁₂
月
に
開

催
し
て
お
り
、
J
A
長
野
県
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
G
A
P
の
推
進
や
農
産
物
の
安
全
安
心

確
保
対
策
を
進
め
る
目
的
で
開
催
を
し
ま
し

た
。
県
農
業
技
術
課
か
ら
は
「
農
薬
の
適
正

使
用
」
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
消
費
者
・
実
需
者
に
信
頼
さ

れ
る
農
産
物
の
生
産
販
売
を
目
指
す
た
め
に

G
A
P
へ
の
取
組
み
や
、
8
項
目
の
重
点
実

施
事
項
を
中
心
に
「
安
全
安
心
確
保
対
策
」

の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
₂₅
年
度
を
振
り
返
る
な
か
で

課
題
事
項
の
整
理
と
、
問
題
事
項
の
再
発
防

止
に
向
け
て
農
薬
の
適
正
使
用
、
生
産
履
歴

の
完
全
記
帳
と
出
荷
前
の
J
A
に
よ
る
履
歴

チ
ェ
ッ
ク
、
残
留
農
薬
自
主
検
査
の
実
施
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
を
対

象
と
し
た
指
導
会
の
実
施
や
徹
底
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
県
本
部
は
訪
問
看
護
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生

連
に
福
祉
車
両
5
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

3
月
₂₈
日
㈮
に
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
行

わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
全
農
長
野
県
本

部
・
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
・
㈱
ジ
ェ
イ
エ

イ
オ
ー
ト
長
野
の
関
係
者
8
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
髙
木
本
部
長
が
「
地
域
に
お
け
る
福

祉
・
医
療
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お

り
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
本
会
と

し
て
も
大
切
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
し
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連

内
堀
理
事
長
に
目
録
と
車
両
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
キ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。
内
堀
理

事
長
は
「
複
数
年
に
亘
る
配
慮
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
で
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
足
と
し
て
フ
ル
活
用
し
て

い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
贈
呈
し
た
福
祉
車
両
は
、
安
曇
総
合

病
院
・
長
野
松
代
総
合
病
院
・
篠
ノ
井

総
合
病
院
で
訪
問
看
護
に
活
用
さ
れ
ま

す
。
福
祉
車
両
の
贈
呈
は
今
年
で
連
続

6
年
目
と
な
り
、
今
回
の
贈
呈
分
も
含

め
て
合
計
₄₇
台
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
訪
問
看
護
を
積
極
サ
ポ
ー
ト

〜
J
A
長
野
厚
生
連
に
福
祉
車
両
5
台
を
寄
贈
〜

信
頼
さ
れ
る
農
産
物
の
生
産
販
売
を

目
指
し
て

〜
平
成
₂₆
年
度
G
A
P・安
全
安
心
担
当
者
会
議
〜

ＪＡ長野厚生連 油井代表理事専務、内堀代表理事理事長、髙
木本部長、㈱ジェイエイオート長野小泉社長

（左から）

安曇総合病院

長野松代総合病院
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街
を
歩
く
と
真
新
し
い
制
服
姿
が

目
に
つ
き
ま
す
。
こ
の
春
、
全
農
長

野
県
本
部
で
も
₁₈
名
の
皆
さ
ん
を
送

り
、
新
た
に
₁₁
名
の
新
職
員
を
迎
え

ま
し
た
。

　
消
費
税
増
税
の
影
響
な
ど
が
心
配

さ
れ
る
今
年
の
春
で
す
が
、
そ
れ
で

も
春
の
街
は
新
鮮
で
明
る
く
、
い
つ

も
の
春
の
よ
う
で
す
。

　

週
末
、
家
人
の
買
い
物
に
付
き

合
っ
て
春
の
街
へ
繰
り
出
し
ま
し
た
。

街
は
華
や
い
で
お
り
、
一
見
増
税
の

影
響
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
店
で
は
女
性
陣
か
ら
離
れ
、
家
電

売
り
場
の
様
子
を
見
に
単
独
行
動
。

流
石
に
3
月
末
程
の
人
出
は
無
く
、

家
族
の
買
い
物
の
付
き
合
い
に
飽
き

た
お
父
さ
ん
達
が
所
在
無
げ
に
ブ
ラ

ブ
ラ
す
る
姿
だ
け
で
す
。
家
電
売
り

場
や
本
屋
は
増
税
に
関
係
な
く
、
お

父
さ
ん
達
の
憩
い
の
地
の
よ
う
で
す
。

ふ
と
、
わ
が
身
を
振
り
返
り
、「
頑

張
ろ
う
、
俺
た
ち
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
は
ぐ
れ
オ
ヤ
ジ
」

小
さ
く
拳
を
握
っ
た
週
末
で
し
た
。

 

（
N
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 20,542 97 101 

果 実 32,623 102 92 

野 菜 花 き 64,088 107 123 

野菜種苗センター 220 96 103 

き の こ 22,881 92 104 

営 業 13,434 100 110 

生 産 販 売 部 計 153,787 101 108 

包 装 資 材 10,455 107 106 

生 産 資 材 17,999 109 110 

農 業 機 械 8,453 119 117 

施 設 住 宅 5,665 118 96 

生 産 購 買 部 計 42,571 111 108 

畜 産 11,794 105 103 

三 岳 平 谷 牧 場 218 106 104 

SPF繁殖センター 268 98 102 

酪 農 17,751 112 104 

八 ヶ 岳 牧 場 272 105 114 

畜 産 酪 農 部 計 30,302 109 104 

燃料・ホームエネルギー 35,443 112 103 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 12,685 110 104 

生 活 14,548 96 99 

生 活 部 計 62,675 108 102 

Ａ・コープ事業部計 31,012 103 104 

長 野 県 本 部 計 320,348 105 106 

平成25年度3月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況

(単位:百万円,％)
5月の動き▶

総 務
広 報 課

◦JA全農2014年世界卓球団体選手権東京大会
4月28日㈪〜5月5日㈪　　　　　　　　　　　
国立代々木競技場第一体育館　他 

◦ 全農杯 全日本卓球選手権大会　　　　　　
（ホープス、カブ、バンビの部）長野県大会
5月25日㈰　東御市中央公園第１体育館

野 菜
花 き 課

◦ "善光寺花回廊ながの花フェスタ2014　　
（美しい信州の花展示販売コーナー）"
5月3日㈯〜5日（月・祝）　　　　　　　　　　　
長野市中央通り大門町（「大門」信号付近）
※�全農長野県ブースで長野県産花きＰＲと販売
を行います。� �

◦ 平成26年度　信州フラワートレードフェア
5月14日㈬　東京都中央卸売市場大田市場

◦ 平成26年度　信州フラワートレードフェア
5月28日㈬　大阪市中央卸売市場本場�

A･コープ
事 業 部

◦母の日セール
5月9日㈮〜11日㈰　Ａ･コープ店舗各店

　5月13日㈫、グランドプリンスホテル高輪（東京
都港区）で「2014長野の酒メッセIN東京」が、長
野県酒造組合の主催で開催されます。
　長野県内の酒造メーカー役60社500種類にのぼ
る清酒の試飲・展示が予定されています。これを機
会に、長野県産酒米を使った日本酒をより多くの方
に楽しんで頂きたいと思います。

開 催 日 � 5月13日（火）
開催場所 � グランドプリンスホテル高輪　
� 地下１F　プリンスルーム
開催時間 �（関係者）午後2時〜午後8時
� （一般入場者）午後5時〜午後8時

詳細はこちらをご覧下さい　http://www.nagano-sake.or.jp/topics/

「２０１４長野の酒メッセIN東京」
開催のお知らせ

昨年の様子
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JA全農長野ホームページ� http://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� http://www.ja-town.com




